
発
刊
あ
い
さ
つ

農
業
会
議
通
信
の
発
刊
に
際
し
て
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
会

し
て
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

岩
手
県
農
業
の
半
世
紀
は
多
く
の
苦
難
を
農

業
者
を
は
じ
め
関
係
者
の
努
力
で
そ
の
つ
ど

乗
り
越
え
て
、
現
在
の
農
業
経
営
と
総
合
食

料
供
給
産
地
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
致

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
農
業
情
勢
は
国
際
化
の

進
む
中
で
激
し
い
市
場
競
争
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
農
畜
産
物
の
価
格
低
迷
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

こ
う
し
た
競
争
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ
か

ら
の
農
業
経
営
者
は
、
多
面
的
角
度
か
ら
情

報
を
い
か
に
掌
握
し
て
適
切
に
分
析
処
理
す

る
こ
と
が
、
競
争
に
打
ち
勝
つ
一
つ
の
重
要

な
戦
略
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
手
県
農
業
会
議
と
し
て
も
全
国
農
業
新

聞
や
各
種
情
報
を
、
適
宜
、
お
届
け
し
て
い

ま
す
が
、
今
回
か
ら
は
、
さ
ら
に
「
農
業
会

議
通
信
」
を
年
４
回
発
行
し
て
農
業
委
員
の

方
々
や
認
定
農
業
者
等
の
皆
さ
ん
に
最
新
の

情
報
を
お
届
け
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
と
情
報
交
流
が
出
来
ま
す
よ

う
通
信
内
容
を
創
意
工
夫
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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平成16年７月10日号

岩
手
県
農
業
会
議
は
本
年
度
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
３
部
制
か
ら
２
部
制
に
改
組
し
て
効

率
的
な
執
行
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

主
な
人
事
の
異
動
は
、
事
務
局
長
に
佐
々

木
　
由
勝
が
新
た
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
総

務
・
農
地
部
長
に
三
浦
　
良
夫
、
部
員
に
は

菅
原
調
査
役
、
大
富
調
査
役
、
熊
谷
主
事
、

山
下
臨
時
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。
経
営
部

長
は
事
務
局
長
が
兼
務
し
て
、
次
長
に
は
村

上
　
俊
一
、
部
員
は
菊
池
主
事
、
藤
平
主
事
、

経
営
構
造
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
八
重
樫
定
孝
、

佐
々
木
　
繁
、
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
上
野

昭
成
の
専
門
職
３
名
と
高
橋
臨
時
職
員
を
配

置
し
ま
し
た
。

主
な
業
務
と
し
て
は
、
総
務
・
農
地
部
は

総総総総務務務務・・・・農農農農地地地地部部部部とととと
経経経経営営営営部部部部のののの2222部部部部体体体体制制制制にににに改改改改革革革革

天
候
に
恵
ま
れ
た
春
の
農
繁
期
で
し
た
が
、

農
業
者
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
刻
々
と
変

化
を
し
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
農
業
委
員

会
系
統
組
織
に
か
か
わ
る
農
業
委
員
会
法
の

改
正
に
つ
い
て
は
、
5
月
19
日
に
参
議
院
本

会
議
を
も
っ
て
必
置
規
制
の
堅
持
等
の
附
帯

決
議
を
付
し
て
の
一
部
改
正
が
成
立
ま
し
た

が
、
今
年
の
10
月
施
行
を
目
指
し
て
、
さ
ら

に
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
。「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
見
直
し
も

大
詰
め
を
迎
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、「
農
業
会
議
」
の
役
割
で
す
が
、
左

記
の
農
業
委
員
会
法
に
基
づ
い
て
、
各
都
道

府
県
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な
業
務

は
、
農
業
の
発
展
と
食
料
の
安
定
確
保
を
図

る
た
め
、
担
い
手
農
業
者
の
育
成
や
優
良
な

農
地
を
確
保
す
る
た
め
市
町
村
農
業
委
員
会

に
対
す
る
協
力
を
含
め
て
一
体
的
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
等
の
皆
さ
ん

に
各
種
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
意
見
等
を
頂

き
公
表
し
て
、
行
政
庁
に
建
議
、
諮
問
答
申
を

し
て
い
る
農
業
者
の
唯
一
の
公
的
組
織
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
農
業
者
年
金
・
各
種
研
修
等

や
岩
手
県
認
定
農
業
者
組
織
連
絡
協
議
会
・

岩
手
県
農
業
法
人
協
会
・
岩
手
県
国
際
農
友

会
・
岩
手
県
稲
作
経
営
者
会
議
等
の
組
織
団

体
の
事
務
局
を
預
か
る
な
ど
岩
手
県
施
策
の

基
本
方
向
の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
し
て
岩
手
の
農
業
・
農
村
が

よ
り
、
発
展
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

庶
務
会
計
全
般
と
農
地
法
関
係
、
農
業
委
員

会
活
動
支
援
、
農
政
対
策
、
農
業
者
年
金
、

情
報
提
供
関
係
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
連

絡
協
議
会
事
務
局
、
50
周
年
記
念
誌
関
係
等
。

経
営
部
は
認
定
農
業
者
、
農
業
法
人
育
成
等

担
い
手
確
保
関
係
、
新
規
就
農
相
談
・
調
査
、

生
産
・
加
工
流
通
施
の
設
整
備
等
を
は
じ
め

経
営
構
造
対
策
の
推
進
支
援
、
認
定
農
業
者

組
織
連
絡
協
議
会
、
農
業
法
人
協
会
等
の
事

務
局
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
事
務
経
費
節
減
の
折
、
改
組
と
併
せ

て
事
務
室
を
縮
小
し
て
ス
リ
ム
化
を
図
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
サ
ロ
ン
的
空
間
は
極
力
確

保
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

農業会議通信
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「「「「
農農農農
業業業業
会会会会
議議議議
」」」」
のののの
役役役役
割割割割
にににに
つつつつ
いいいい
てててて

岩
手
県
農
業
会
議
　
事
務
局
長

佐
々
木
　
由
　
勝
　

専　属　的 
所 掌 業 務 
（農委法40条1項） 

専　属　的 
所 掌 業 務 
（農委法40条1項） 

土 地 と 人 

農
業
会
議
の
業
務 

農業及び農民に関し、意見を 
公表し、行政庁に建議し、又 
はその諮問に応じて答申する。 

農業及び農民に関する啓もう 
宣伝を行う。 

農業及び農民に関する調査及 
び研究を行う。 

農業委員会の委員等の講習及 
び研修を行う。 

第６条２項に揚げる事項に関 
し農業委員会に協力する。 

前各号の業務に附帯する業務 

農地法・所掌事項 

その他の法令・所掌事項 

農業生産の発展 
農業経営の合理化 
農業者の地位向上 
（農委法第１条） 

農政対策の推進 

情報活動（農政情報・全国農業新聞・全国農業図書等発行） 

経営政策の推進（人と土地対策）地域ぐるみ農業推進 
（認定農業者の育成、農業法人の設立・育成、新たな担い 
　手の確保支援） 

農業・農政政策の方向付けに関する調査・研究 

農業委員会の活動強化 
　　　　　　（農業委員並びに事務局職員の資質強化） 

農業者のための公的年金 
　　　　　　（農業者年金制度の普及啓発・相談活動） 

組織改革の推進（関係機関・団体との連携強化） 

岩手県農業会議の所掌業務 

農業経営基盤強化促進法 
農振法 
土地改良法　等 

農業及び農業者に関し意見の公表 
行政庁に建議・諮問・答申 

農地法４条・５条 

（食料・農業・農村基本計画の見直し、 
　実践に向けた行政庁への要望等） 

 



４
月
12
日
に
第
283
回
常
任
会
議
員
会
議
が

新
任
の
農
林
水
産
部
長
今
泉
　
敏
朗
氏
の
出

席
を
頂
き
、
27
名
の
会
議
員
出
席
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
４
条
規
定
が
２
件
と
５
条

規
定
が
３
件
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
情
報
交
換

と
し
て
、
岩
手
県
農
林
水
産
部
の
機
構
改
革

に
伴
う
組
織
人
事
体
制
の
紹
介
と
本
年
度
の

施
策
推
進
方
針
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

５
月
12
日
に
第
284
回
常
任
会
議
員
会
議
を

21
名
の
会
議
員
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

４
条
規
定
が
１
件
と
５
条
規
定
が
１
件
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
と
し
て
は
、
国
の
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
見
直
し
に
対
す
る
、

岩
手
県
農
業
会
議
の
意
見
と
し
て
検
討
し
ま

し
た
。

基
本
計
画
の
構
想
と
し
て
は
、
目
標
は
10

年
先
と
し
て
年
度
毎
の
行
動
計
画
を
定
め
て

５
年
後
に
検
証
す
る
こ
と
や
主
業
型
農
家
へ

の
支
援
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
小
規
模
農
家

等
を
含
む
集
落
営
農
組
織
も
施
策
対
象
に
す

る
こ
と
等
を
挙
げ
ま
し
た
。

品
目
横
断
的
な
政
策
で
は
、
安
全
安
心
な

食
料
確
保
に
向
け
た
国
民
の
合
意
が
不
可
欠

で
あ
り
、
ま
た
、
生
産
者
側
に
は
所
得
政
策

の
早
期
確
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
対
象
経

営
体
は
地
域
の
実
情
に
見
合
う
多
様
な
担
い

手
を
対
象
に
す
る
こ
と
や
水
田
農
業
を
先
行

を
し
な
が
ら
園
芸
、
畜
産
、
施
設
園
芸
等
も

含
め
た
総
合
的
な
施
策
展
開
と
す
る
こ
と
。

ま
た
、
国
際
競
争
が
強
ま
る
中
で
生
産
条
件

の
格
差
是
正
と
し
て
直
接
払
い
を
組
み
入
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
国
庫

財
源
を
十
分
確
保
し
て
、
地
方
負
担
が
生
じ

な
い
こ
と
等
を
挙
げ
ま
し
た
。

担
い
手
・
農
地
制
度
で
は
、
担
い
手
の
明

確
化
に
つ
い
て
一
定
基
準
を
ク
リ
ア
ー
し
た

多
様
な
担
い
手
を
対
象
と
す
る
こ
と
や
構
造

特
区
の
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
株
式
会
社
の
参

入
は
２
〜
３
年
の
検
証
を
経
て
全
国
展
開
を

検
討
を
す
る
こ
と
。
株
式
会
社
形
態
で
は
、

農
業
生
産
法
人
の
要
件
緩
和
に
つ
い
て
５
年

程
度
の
検
証
を
必
要
と
す
る
こ
と
。
こ
う
し

た
農
地
の
確
保
、
有
効
利
用
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
活
動
は
今

後
、
益
々
、
そ
の
重
要
度
を
増
す
の
で
、
組

織
強
化
と
予
算
措
置
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

等
を
挙
げ
ま
し
た
。

農
業
環
境
・
資
源
保
全
で
は
、
環
境
保
全

型
農
業
に
対
す
る
直
接
払
い
制
度
の
確
立
や

現
行
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
は

継
続
す
る
こ
と
と
し
て
、
水
田
と
畑
地
の
格

差
是
正
や
傾
斜
度
の
基
準
緩
和
を
行
う
こ
と

等
を
提
言
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
先
般
の
全
国
農
業

委
員
会
会
長
大
会
で
決
議
さ
れ
、
政
府
、
国

会
に
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
10
日
に
は
、
第
285
回
常
任
会
議
員
会

議
が
20
名
の
出
席
を
頂
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
４
条
規
定
が
２
件
と
５
条
規
定
が
４
件

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
課
題
提
起
と
し
て
今
日

的
な
話
題
で
あ
り
ま
す
農
業
外
の
株
式
会
社

が
農
業
参
入
し
た
九
戸
村
の
事
例
を
紹
介
し

ま
し
た
。
会
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
所
得
確

保
や
農
協
系
統
と
の
流
通
関
係
が
話
題
と
な

り
ま
し
た
。

農業会議通信 平成16年７月10日号

─ 3 ─

常
任
会
議
員
会
議
４
月
・
５
月
・
６
月
定
例
会
を
開
催

〜
農
地
法
４
条
第
１
項
が
５
件
、
同
法
５
条
第
１
項
が
８
件
審
議
〜

土地区画整理現地調査
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５
月
26
日
、
夕
方
、
第
一

衆
議
院
会
館
に
お
い
て
、
国

会
開
催
中
の
多
忙
の
な
か
、

衆
議
院
の
達
増
議
員
、
黄
川

田
議
員
、
玉
沢
議
員
と
参
議

院
の
平
野
議
員
、
鈴
木
衆
議

院
議
員
、
小
沢
衆
議
院
議
員

の
秘
書
に
お
出
で
頂
い
て
、

中
野
農
業
会
議
会
長
、
館
澤

副
会
長
と
40
名
余
り
の
各
市

町
村
農
業
委
員
会
会
長
が
政

策
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
内
容
は
、
全
国
ベ
ー

ス
の「
食
料
・
農
業
・
農
村
・
基

本
計
画
の
見
直
し
」
へ
の
提

言
と
し
て
、
全
国
的
な
基
準

を
地
方
に
押
し
付
け
る
の
で

は
な
く
、
地
域
の
創
意
工
夫

が
十
分
、
生
か
せ
る
こ
と
。
品

目
横
断
的
な
政
策
の
対
象
経

営
は
、
認
定
農
業
者
や
農
業

法
人
だ
け
で
は
な
く
、
集
落

営
農
な
ど
、
一
定
基
準
を
ク

リ
ア
ー
し
た
多
様
な
担
い
手

農
業
者
等
と
す
る
こ
と
。
ま

た
、
中
山
間
地
域
等
に
は
弾

力
的
に
対
応
す
る
こ
と
と
複

合
経
営
や
１
、
５
次
産
業
的

な
新
し
い
営
農
類
型
も
加
味

す
る
こ
と
。

更
に
、こ
れ
ら
施
策
展
開
に

は
国
庫
財
源
を
十
分
確
保
し

５
月
26
日
、
東
京
の
日
比
谷
公
会
堂
に
全

国
か
ら
３
千
人
の
農
業
委
員
が
一
堂
に
会
し

て
、
農
村
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
提
言
項

目
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
国
会
開
催

中
の
衆
議
院
、
参
議
院
の
国
会
議
員
が
多
数
、

駆
け
付
け
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

終
了
後
、
直
ち
に
、
決
議
を
受
け
た
提
言

項
目
、「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
見

直
し
へ
の
提
案
」、「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
並
び

に
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
要
請
決
議
」、「
農

業
委
員
会
の
必
置
規
制
の
堅
持
と
交
付
金
の

維
持
・
確
保
に
関
す
る
要
請
決
議
」
に
つ
い

て
、
政
府
、
国
会
に
要
請
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
農
林
大
臣
を
は
じ
め
、
各
要
請
者
か

ら
今
後
の
農
政
で
最
大
の
懸
案
と
な
る
担
い

手
施
策
や
農
地
の
維
持
・
管
理
に
お
い
て
、

農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
役
割
が
一
段
と
増

す
の
で
、
特
段
の
取
り
組
み
を
依
頼
さ
れ
る

な
ど
、
逆
に
励
ま
し
を
受
け
る
場
面
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
決
議
事
項
の
、「
農
業
委
員
会
の

活
動
・
組
織
の
改
革
に
関
す
る
特
別
決
議
」

で
は
、
全
国
の
農
業
委
員
会
が
意
識
の
統
一

を
図
り
、
農
業
者
の
代
表
と
し
て
自
覚
と
誇

り
を
持
っ
て
、「
地
域
農
業
再
生
運
動
」
を
は

じ
め
、
組
織
改
革
、
農
地
の
有
効
利
用
、
担

い
手
づ
く
り
、
農
業
者
年
金
加
入
等
の
実
践

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
地
域

農
業
再
生
運
動
展
開
を
推
進
す
る
情
報
活
動

の
強
化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
で
は
、

農
業
・
農
業
者
等
に
広
く
情
報
提
供
を
図
る

た
め
、「
全
国
農
業
新
聞
の
全
農
業
委
員
１

人
・
１
年
・
１
部
拡
大
」
等
を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。

て
地
方
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

こ
れ
ま
で
、
成
果
の
高
い
中
山
間
地
域
等

直
接
払
い
制
度
は
水
田
と
畑
地
の
基
準
を
平

準
化
し
傾
斜
度
の
見
直
し
等
を
行
い
継
続
す

る
こ
と
。

農
地
利
用
の
集
積
と
遊
休
地
の
解
消
措
置

で
は
、
贈
与
税
納
税
猶
予
対
象
者
に
係
る
制

約
の
緩
和
措
置
や
未
相
続
農
地
の
利
用
権
設

定
等
の
措
置
に
加
え
て
、
産
直
、
都
市
農
村

交
流
の
活
発
化
等
も
遊
休
地
の
解
消
に
な
る

の
で
一
層
の
施
策
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。

最
後
に
、
担
い
手
確
保
や
農
地
の
確
保
・

有
効
利
用
、
遊
休
地
の
解
消
等
、
農
業
委
員

会
系
統
組
織
の
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
よ
り
高

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
必
置
規

制
の
堅
持
と
交
付
金
の
確
保
を
強
く
要
請
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
各
国
会
議
員
と
も

趣
旨
を
十
分
理
解
さ
れ
て
、
農
業
委
員
会
系

統
組
織
の
益
々
の
活
動
を
期
待
し
て
い
る
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
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全
国
農
業
委
員
会

会
長
大
会
盛
大
に
開
催

〜「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」見
直
し
へ
の
提
言
決
ま
る
〜

岩手県選出国会議員と農業委員会会長との政策懇談の開催
～本県独自の基本計画見直しに対する政策要望～



去
る
、
６
月
５
日
（
土
）
東
京
都
池
袋
で
全

国
の
各
県
や
市
町
村
の
就
農
相
談
コ
ー
ナ
ー

と
農
業
法
人
の
求
人
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ

て
約
650
名
の
相
談
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
は
県
と
農
業
公
社
、
農
業
会
議

の
職
員
が
就
農
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
、
ま
た
、

就
農
や
研
修
を
直
接
受
け
い
れ
る
求
人
コ
ー

ナ
ー
に
（
有
）
西
部
開
発
農
産
が
出
展
し
ま

し
た
。
農
業
会
議
の
藤
平
主
事
の
テ
レ
ビ
画

面
で
の
岩
手
Ｐ
Ｒ
が
効
い
て
就
農
相
談
コ
ー

ナ
ー
に
は
８
人
、
西
部
開
発
農
産
に
は
12
名

の
相
談
者
が
来
訪
し
ま
し
た
。
最
近
の
特
徴

は
卒
業
を
控
え
た
大
学
生
や
就
職
間
も
な
い

若
い
夫
婦
の
相
談
者
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
相
談
内
容
も
真
剣
に
農
業
を
将
来
の

職
業
と
し
て
考
え
て
い
る
人
達
が
増
加
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
山
形
、
福

島
、
栃
木
県
で
は
市
町
村
出
展
が
多
く
相
談

内
容
も
具
体
性
に
飛
ん
だ
説
明
が
な
さ
れ
好

評
で
し
た
。
今
後
、
本
県
の
市
町
村
も
奮
っ

て
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
体
験
発
表
コ
ー
ナ

ー
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
的
に

は
夢
を
実
現
し
た
人
達
が
沢
山
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
成
功
の
秘
訣
は
「
や
る
気
」

が
第
一
で
、
目
標
に
向
け
た
研
修
を
し
っ
か

り
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
と
地
域
で
の
信
頼
関

係
と
人
脈
の
確
保
が
大
切
と
す
る
パ
ネ
ラ
ー

が
大
方
で
し
た
。
都
会
か
ら
の
農
村
生
活
に

は
夫
婦
で
夢
の
達
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
や
、
家
族
で
自
然
豊
か
な
農

山
村
で
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
的
な
生
活
に
満
足
し

て
い
る
な
ど
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

○
岩
手
県
に
就
農
を
考
え
て
い
る
が
技
術

や
経
営
等
の
習
得
が
心
配
で
す
。

（
東
京
都
　
Ｍ
生
）

技
術
の
修
得
は
農
家
や
公
共
の
農
場
等

で
実
習
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
法
人
に
就
職
し
て
能
力
に
応
じ
た
報

酬
を
受
け
な
が
ら
栽
培
技
術
や
販
売
方
法

を
習
得
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

（
藤
平
主
事
）

○
研
修
や
就
職
後
、
自
立
し
て
農
業
経
営

を
す
る
と
き
は
農
地
や
機
械
・
施
設
等
の

設
備
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

（
神
奈
川
県
　
Ｙ
生
）

自
立
可
能
な
栽
培
技
術
や
経
営
手
法
が

習
得
で
き
た
段
階
で
、
原
則
と
し
て
50
ａ

以
上
の
農
地
利
用
な
ど
の
条
件
を
満
た
し

て
、
農
地
法
第
３
条
に
よ
る
許
可
を
受
け
、

機
械
施
設
等
を
準
備
す
れ
ば
農
業
者
に
な

れ
ま
す
。
し
か
し
、
資
金
が
不
足
の
場
合

は
、
廃
業
農
家
の
農
地
と
機
械
設
備
を
借

り
受
け
て
農
業
経
営
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
、
研
修
中
に
資

金
準
備
と
地
域
の
信
頼
を
得
て
多
く
の
人

脈
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。（

藤
平
主
事
）

○
農
業
者
年
金
の
経
営
移
譲
年
金
を
受
給

し
て
い
る
が
、
長
男
に
経
営
権
を
譲
渡
し

た
農
地
を
一
部
売
り
た
い
の
で
す
が
、
受

給
に
影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

（
玉
山
村
　
Ｙ
生
）

経
営
権
を
譲
る
こ
と
で
受
給
が
開
始
さ

れ
る
も
の
で
、
所
有
者
が
農
地
を
売
っ
た

り
、
経
営
権
を
譲
っ
た
相
手
以
外
の
者
に

貸
し
て
当
初
の
経
営
が
維
持
で
き
な
い
状

態
に
す
る
と
受
給
額
に
影
響
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
公
共
用
地
等
を
含
め
貸

し
た
り
売
買
が
発
生
す
る
場
合
は
事
前
に

最
寄
り
の
農
業
委
員
会
や
農
協
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

（
熊
谷
主
事
）

●
質
問
・
意
見
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

E
-m
ail:in

fo@
iw
ate-ca.or.jp
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回
答

回
答

回
答

新
農業人
フェア

「「「「
新新新新
規規規規
就就就就
農農農農
相相相相
談談談談
会会会会
」」」」
盛盛盛盛
大大大大
にににに
開開開開
催催催催

〜
岩
手
県
コ
ー
ナ
ー
に
20
人
の
相
談
者
〜

相談コーナー

体験発表



民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に

都
市
住
民
と
農
山
村
の
交
流

が
活
発
に
な
っ
た
ら
、
ゆ
と
り

と
賑
わ
い
効
果
が
高
ま
る
と
と

も
に
日
本
の
食
文
化
も
復
活
し

ま
す
。
当
会
が
事
務
局
の
県
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
の
本
年
度
計
画
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
の
加
入
と
企
画
へ
の
参
画
等

を
新
た
に
加
え
て
決
定
し
ま
し
た
。

21
世
紀
の
新
し
い
稲
作
経
営
者
を
目
指
し
て

研
究
会
開
催

東
北
地
方
の
稲
作
経
営
者
が
本
県
の
志
戸

平
温
泉
に
集
い
水
田
農
業
改
革
の
進
む
本
世

紀
の
企
業
的
稲
作
に
つ
い
て
岩
手
大
学
の
木

村
教
授
と
次
世
代
の
若
手
後
継
者
が
徹
底
討

論
を
し
ま
す
。
７
月
22
日
〜
23
日
、
東
北
地

区
稲
作
経
営
者
現
地
研
究
会
「
岩
手
県
大
会
」

海
外
研
修
経
験
農
業
者
が
タ
イ
国
の
３
青
年

に
岩
手
農
業
を
伝
授

約
30
年
前
に
米
国
や
ド
イ
ツ
の
農
場
で
長

期
研
修
を
終
え
て
現
在
、
本
県
で
成
功
し
て

い
る
農
業
者
が
タ
イ
国
の
農
業
後
継
者
を
我

家
に
泊
め
て
、
来
年
の
２
月
末
ま
で
指
導
し

て
お
り
ま
す
。
大
船
渡
市
の
横
石
さ
ん
、
江

刺
市
の
紺
野
さ
ん
、
盛
岡
市
の
藤
沢
さ
ん
が

３
人
の
青
年
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

研
修
は
今
年
で
12
年
目
に
な
り
研
修
生
は
延

べ
47
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
立
派
な
農
業
経

営
者
に
な
っ
た
恩
返
し
と
し
て
何
年
も
引
き

受
け
て
頂
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
世
の
中
、朝
起
き
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
。

帰
り
ま
で
ど
う
な
っ
て
い
る
の
。
変
化
の
激

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
情
報
収
集
能

力
が
農
業
経
営
を
大
き
く
左
右
す
る
時
代
で

す
。
消
費
者
志
向
か
ら
国
際
情
勢
ま
で
目
と

耳
を
フ
ル
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
岩
手
県
農
業

会
議
で
は
、
全
国
農
業
新
聞
や
全
国
農
業
図

書
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

○
明
け
て
も
暮
れ
て
も
年
金
議
論
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
農
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
は
経
営

内
容
や
規
模
の
違
い
な
ど
様
々
で
す
が
、
老

後
は
必
ず
到
来
し
ま
す
の
で
、
年
金
加
入
に

つ
い
て
は
真
剣
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
農
業
経
営
を
し
て
い
る
方
々
を
対
象

に
し
た
農
業
者
年
金
が
新
し
い
制
度
で
始
ま

っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
農
業
委
員
会

事
務
局
や
農
業
協
同
組
合
の
窓
口
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
昨
年
、
つ
い
に
お
米
の
一
人
当
た
り
の
年

間
消
費
量
が
60
㎏
を
切
っ
た
よ
う
で
す
。
約

40
年
前
は
120
㎏
で
す
か
ら
半
分
に
な
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
日
本
文
化
の
象
徴
で
あ
る

白
い
ご
飯
の
食
文
化
の
先
行
き
が
心
配
で

す
。
欧
米
で
は
日
本
食
を
取
り
入
れ
た
食
生

活
の
改
善
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま

す
。
水
田
農
業
改
革
の
第
一
に
「
ご
飯
一
杯

増
や
そ
う
」
条
例
で
も
制
定
し
て
歯
止
め
を

か
け
な
い
と
美
田
風
景
は
幻
に
な
り
そ
う
で

す
。

○
春
以
来
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
実
り
の
秋
が

期
待
で
ま
す
。
今
年
は
、
農
業
会
議
の
50
周

年
記
念
に
当
た
る
節
目
の
年
で
す
。
素
晴
ら

し
い
豊
作
の
秋
に
農
業
会
議
の
記
念
式
典
が

開
催
出
来
る
よ
う
祈
り
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

（
由
）
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編
集
・
発
行
人
／
事
務
局
長
・
佐
々
木
由
勝
　
〒
０
２
０
│
０
０
２
４

盛
岡
市
菜
園
一
丁
目
４
番
10
号（
第
二
産
業
会
館
４
階
）

電
話
〇
一
九
│
六
二
六
│
八
五
四
五
　
　
印
刷
／
川
口
印
刷
工
業
株
式
会
社

６月23日～17年１月　岩手農業者トップスクール　
（岩手大学農学部）

８月４日　公開講座（水沢市）
８月18日　公開講座（二戸市）

７月２日　岩手県認定農業者組織連絡協議会が県に
対して政策提案（岩手県庁農林水産部長室）

７月８日　岩手県農業法人協会が県農林水産部長と
懇談会（盛岡市　ホテルロイヤル盛岡）

７月15日　地域マネージャ等レベルアップ講座
（盛岡市　ホテルロイヤル盛岡）

７月22日～23日　東北地区稲作経営者現地研修会
（花巻市　ホテル志戸平）

７月12日　第286回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

７月24日～25日　新・農業人フェア
（東京都　東京ビックサイト）

８月２日　本県で研修するタイ国農業青年
が増田知事を表敬訪問（県庁副知事室）

８月５日　地域マネージャ等レベルアップ講座
（盛岡市　エスポワールいわて）

８月９日　タイ国政府高官来県知事表敬

（県庁　副知事室）
８月10日　第287回常任会議員会議

（盛岡市　エスポワールいわて）
９月１日～２日　新・農業人フェア

（東京六本木ジョブパーク）
９月８日　東北・北海道農業活性化フォーラム

（福島市）
９月10日　第288回常任会議員会議

（盛岡市　エスポワールいわて）

法人担当者会議の風景

7月～9月


